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宇宙 DCは NTTのコンピュー
ティング／ネットワークインフラと
スカパー JSATの宇宙アセット・事
業を統合し、新たなインフラを構築
する「宇宙統合コンピューティング・
ネットワーク構想」に基づく事業だ。
最初のサービスとして「光データリ
レーサービス」の検討が進んでいる。
昨今、地上約 500kmの軌道上を
約 90分で一周する低軌道・観測衛
星（Low Earth Orbit。以下、LEO）
が急激に増加しており、様々な観測
方式が使われ始めている。たとえば、
合 成 開 口 レ ー ダ ー（Synthetic 
Aperture Radar。以下、SAR）は地
上に向けて電波を照射しその反射波
を受信して対象物を観測する仕組み
であり、昼夜関係なくまた雲の有無
によらず観測可能である。SAR観測
データを利用したユースケースとし
ては、不審船や洪水などの早期検知
が想定されている。
現在の衛星は、地上局と電波によ

る通信が行われているため通信容量
が小さく、さらに LEOでは、周回
軌道中に基地局と通信できるタイミ
ングも限られる。加えて、観測デー

タは巨大 [1]になるため、地
上でのAI解析を始める前に、
データ伝送に時間がかかり過
ぎてしまうという課題がある。
そこで光データリレーサー
ビスでは、静止軌道衛星
（Geostationary Earth Orbit。
以下、GEO）と呼ばれる 3万
6千 kmの高軌道上で地上局
と常に通信可能な衛星を経由
し、観測データを光データ伝
送により、大容量かつ準リアルタイ
ムで地上へ伝送する想定だ。
「将来、観測データ数が増加する
と GEOから地上局への通信路が光
通信であっても輻輳してしまい、地
上での AI解析が遅れる可能性があ
ります。そこで、我々は GEOに搭
載する計算機上で軽量な AI解析を
行う宇宙コンピューティングサービ
スの実現も目指しています。たとえ
ば LEOで観測したデータを GEO
に転送し、GEO上で AI解析、検
知した不審船の観測データだけに
絞って地上に送ることができれば、
伝送データ量を削減することが出来
ます。その結果、通信路の効率化と
重要なデータ利用の即時性を高める
ことにつながります」（江田氏）。

一方、衛星におけるコンピュー
ティングには課題が多い。まず利用
可能なハードウェアは宇宙線など過
酷な宇宙環境に耐えられるものが必
要であり、一般的に地上の AI解析
で利用されるものとは大きく異な
る。また、消費電力に制限があり、
限られた計算資源しか利用できない
といった計算実行環境の課題が挙げ
られる。

SICではプロセッサなどのハード
ウェア、アルゴリズムなどのソフト
ウェアの両面から課題解決に取り組
んでいる。

NTTは2022 年 4月、スカパーJSATと共同出資会社“Space Compass”を設立し、宇宙データセンタ（以下、宇宙DC）
事業を推進すると発表した。事業の立ち上げと発展に向けた重要な課題が即時性の高い分析処理の実現と宇宙空間におけるネット
ワークおよび計算資源の有効活用だ。これらの課題解決にNTTソフトウェアイノベーションセンタ（以下、SIC）が取り組んでいる。
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ヘテロジニアス計算機の利用
CPUに加え GPU、FPGAなどの

目的特化型のプロセッサを組み合わ
せたヘテロジニアス計算機を効率的
に利用することで高速な処理と消費
電力の抑制を両立する。
イベントドリブン推論技術[2]

解析すべき対象物が写っている映
像を特定して、対象データだけに本
格的な AI処理を行う「イベントド
リブン推論技術」を活用し、データ
転送量や伝送時間を削減する。
軽量なAIモデルの利用
近年巨大化が進む AIモデルを限
られた計算資源で利用することは難
しいため、様々な AIモデルを検証
し、精度、モデルサイズなどの観点
で評価、選定をしている。
ソフトウェアによる最適化
衛星毎に発生する軽量化・最適化
などのチューニングの負担を軽減す
るために、AI推論コンパイラとい
うミドルウェアを活用して、アプリ
開発や最適化を容易にする手法の確
立も目指している。

宇宙 DCは新しい概念であり、ビジ
ネス面においてもインフラ面において
も発展途上だ。今後の活動について
宇田川氏は次のように述べている。
「双方の発展を促すために、我々

は軌道上を想定した環境でプロトタ
イプを構築する活動に、まずは、取
り組んでいます。実際に動作するプ
ロトタイプを作ることにより、ユー
スケース実現のためのインフラの課
題やインフラを活用するユースケー
スの具体化が期待できます。これら
をフィードバックして多面的に解決
する営みを繰り返すことで、宇宙
DCの実現に着実に近づけると考え
ています。また技術開発に加え、宇
宙ビジネスの発展に貢献するために
も、他組織や他企業と連携し PoC
を推進しながら、市場の開拓につな
げることを重視しています。宇宙
DCを広く利用されるものにするこ
とも重要です。開発者がアプリケー
ションを開発しやすい仕組みを考え
るなど、参入障壁を減らすような取
り組みも必要と考えています。」

SICは監視カメラ映像の AI分析
をリアルタイムで行う研究開発に長
年取り組んできた。その経験により
培ったイベントドリブン推論技術、
AIモデルの軽量化、スループット

の向上、消費電力
低減などのノウハ
ウを強みに、実績
作りや仲間づくり
を推進し、宇宙
DC実現に向けた
研究開発を続ける
方針だ。

宇田川氏の語る PoCやエコシス
テム作りの具体的な活動として、
NTTと JAXAは 2023年 1月より、
宇宙 DC実現に向けた共同研究を推
進している。JAXAがソフトウェア
フレームワークを含む計算機環境お
よび撮像データを提供し、NTTが
計算機環境の評価・最適化、また
AI処理アルゴリズムの検討、評価・
改善を行うという役割分担だ。
現在は前述の要素技術を組み合わ
せ、アプリケーションのプロトタイ
プを構築している。宇宙を想定した
環境下でプロトタイプを動作させ、
宇宙 DCの実現可能性を検証するこ
とが目的だ。
「軌道上計算の研究に取り組む企
業や研究所はまだ少ないと言えま
す。我々にとっても JAXAとの共
同研究がスタートラインでした。プ
ロトタイプを構築してみると『想定
する計算機の制約に AIモデルが収
まらない』など、次々と問題が見つ
かるので 1つ 1つ対応していると
ころです。その中でもトレードオフ
の関係にある分析精度と、計算や伝
送の効率をいかにバランスさせるか
に挑戦しています。」（宇田川氏）。
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図 2　JAXAとの共同研究
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図 1　プロトタイプ構築
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[1]SARでは一度の観測データが数GB
[2] https://journal.ntt.co.jp/article/8897


